
３－３ 関東甲信越地方における地震活動（1998年２月～1998年４月） 
Seismic Activities in the Kanto-Koshinetu District(February, 1998-April, 1998) 

 

東京大学地震研究所 

地震地殻変動観測センター 

Earthquake Research Institute, University of Tokyo 

 

 伊豆半島東方沖の群発地震が４月 20日より発生した。震源は川奈崎沖の深さ９kmより始まり 21

日には東へ移動し３kmに浅くなった。その後深さ９km～３kmの間を周期的に移動しながら，浅く

なった時には震源域が南北に約 15km伸びる活動をしている。５月３日に最大地震のＭ5.2が起きた。

新潟県中部の小千谷と柏崎沖の日本海ではＭ5.6とＭ5.4の地震が起きている。 

 

信越地域の活動（第３図，第４図）  

１）指摘されている空白域の南北で群発地震が発生している。 

 小千谷でＭ5.6の地震（1998/2/21 Ｍ5.6，14.2km）が発生した。ここは空白域の南縁で西側には

高柳町周辺の群発地震（1990/12/7 Ｍ5.5，13km）や小国町周辺の地震域（1994/10/13 Ｍ3.7，21km）

がある。北側では新潟市沖でＭ3.4の地震（1998/4/24 Ｍ3.4，13.4km）が発生した。周辺には新潟

県北部地震（1995/4/1 Ｍ5.6，3.9km）や阿賀野川河口付近の地震（1997/7/6 Ｍ3.1，3.4km）が起き

ている。  

２）最近の地震活動を見てみると，佐渡島と新潟県の間の日本海に海岸線に平行した走向の地震活

動が見られる。  

３）柏崎沖で起きたＭ5.4の地震（1998/4/4 Ｍ5.4，28km)を含め，138度 30分の緯度線から西側の佐

渡島から日本海にかけて広い範囲で地震が発生している。  

 

関東地域  

１）茨城県沖から福島県沖の地震帯の活動 

 ３月 23日 18時 37分にＭ5.8（深さ 29km）の地震が茨城県沖で発生した。メカニズム解は東西

圧縮軸の逆断層である。この地震帯の北東の端近の，福島県沖で３月 12日 04時 27分にＭ6.0（深

さ 11km）の地震が発生している。鹿島灘で４月 11日 19時 7分にＭ5.2，深さ 55.3kmの地震が発

生した。メカニズムは東西圧縮軸の逆断層型である。これらの地震は太平洋プレートの場面付近

の活動である。 

２）福島県沿岸の深い地震 

 ４月９日 17時 45分にＭ6.1で深さ 88.8kmの地震が発生した。本震の 15時間前（4/9 2h44m，

95km）にＭ5.4 の地震があった。メカニズム解は東西張力軸の正断層である。太平洋プレート内

部の地震である。４月中に 12個の地震が観測されている。 

３）茨城県南西部の地震 

３月８日 13時 46分にＭ5.5の地震（深さ 47km）が鬼怒川沿いの地震帯で発生した。メカニズ
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ムは北西ー南東圧縮軸の逆断層型である。フィリピン海プレート上面付近の活動と思われる。４

月 27日７時６分にはＭ4.7の地震（深さ 50.7km）が起きている。 

４）日光の地震活動（図５） 

・ いくつかの小規模な群発地震が発生している。３月 14日頃より活動度が高くなっている。足

尾付近のいくつかのクラスターと，黒沢観測点付近の活動が活発である。  

・ 今市地震の震源域では地震がほとんどみられないが，2/23にＭ3.4で深さ 6.8kmの地震が発生

した。  

・ 足尾地域では南北方向に活動域が拡がっている。  

・ 塩原の高原山周辺で２個も低周波地震が観測された。また足尾地域でも２個の低周波地震が観

測された。震源の決まった地震は１個である。  

５）静岡県中部の活動 

 静岡市の北部で 2./5 5h7m Ｍ3.0，24.0km の地震が起きている。又 2/23に浜名湖の北東の天竜

市付近でＭ3.3で深さ 31.5kmの地震が発生している。松崎沖の駿河湾では 2/5 20h36m Ｍ3.5で深

さ 13.1kmの地震が発生している。また伊豆半島南方沖では 2/20 03h40mと 04h24mにＭ3.9とＭ4.1

で深さが 12.9kmの地震が起きている。 

６）山梨県西部の活動 

 山梨県西部の七面山付近で 4/5 10h53mにＭ4.8で深さ 9.5kmの地震が発生した。５日に５個の

地震が観測された。メカニズム解は北西－南東圧縮軸の逆断層である。 

（文責 萩原弘子） 
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第１図 関東甲信越地方における震源分布図（1998年 2月～1998年 4月） 

Fig.1 Hyocenter Distributions of the Kanto-Koshinetu District (Feb., 1998-April, 1998). 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第２図 主な地震のメカニズム解（下半球投影） 

Fig.2 Focal Mechanizm Solutions of the Major Earthquakes. 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第３図 新潟県中部、日本海の地震活動（1998年 2月～1998年 4月） 

Fig.3 Seismicity in the center part of Niigata pref. and the Japan sea (Feb., 1998-April, 1998). 
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第４図 新潟県、日本海の最近の地震活動 

Fig.4 Recent seismicity in Niigata pref. and the Japan sea. 
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第５図 日光地域の地震活動 （1998年 2月～1998年 4月） a) 震源分布図 

Fig.5 Seismic Activitiy in the Nikkou Area (Feb., 1998-April, 1998). a) Hypocenter distribution. 
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第５図 つづき b) 時空間分布，c)日別頻度分布 

Fig.5 (continued) b) Time-space plot. c) Daily earthquakes frequency. 
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第５図 つづき d) 日光、塩原地域で観測された低周波地震。 

Fig.5 (continued) d) Low frequency earthquakes in the Nikkou and Siobara area. 
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